
日
本
仏
教
の
歴
史
に
お
い
て
女
性
が
い
か
に
救
済
に
与
っ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
際
、
や
は
り
ど
う
し
て
も
無

視
で
き
な
い
の
が
、
笠
原
一
男
氏
の
著
作
『
女
人
往
生
思
想
の
系
譜
』
で
あ
る
壱
謨
氏
は
こ
の
著
作
に
お
い
て
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
女

人
救
済
の
歴
史
を
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
明
快
な
図
式
の
も
と
に
描
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
殊
に
古
代
か
ら
中
世
に
か

け
て
の
氏
の
見
解
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
古
代
の
有
力
寺
院
で
は
、
女
性
は
修
行
の
妨
げ
と
見
倣
さ
れ
る
と
共
に
、
女
性
そ
れ
自
身
、
五
障
・
三
従
等
の
罪
を
生
ま
れ
な
が
ら

に
有
す
る
罪
深
き
存
在
で
あ
る
が
故
に
往
生
・
成
仏
の
条
件
を
欠
く
も
の
と
し
て
差
別
さ
れ
、
「
女
人
結
界
」
の
形
で
排
除
さ
れ
続
け
た
。

従
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
正
面
切
っ
て
の
女
人
往
生
論
・
女
人
成
仏
論
は
生
ま
れ
出
る
べ
く
も
な
か
っ
た
。
②
も
っ
と
も
、
巷
に
生
き
る

女
性
達
に
は
、
聖
・
沙
弥
・
上
人
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
布
教
者
達
に
よ
る
往
生
・
成
仏
の
取
次
が
な
さ
れ
て
い
た
。
彼
等
は
、
往
生
・
成

仏
の
証
拠
、
つ
ま
り
「
伝
記
」
に
よ
っ
て
布
教
を
進
め
て
い
っ
た
。
一
連
の
「
往
生
伝
」
は
、
こ
う
し
た
「
伝
記
」
の
集
大
成
で
あ
る
。

日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済

｜
、
問
題
の
所
在 １

コ
念
三
千
の
成
仏
」
Ｉ

間
宮
啓
壬
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日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

③
「
伝
」
の
み
が
存
在
し
た
巷
に
、
中
世
に
入
っ
て
、
「
論
」
と
い
う
形
で
よ
り
広
範
に
女
性
の
救
済
を
取
り
次
い
だ
の
が
鎌
倉
新
仏
教

の
開
祖
、
法
然
・
親
鴬
・
日
蓮
ら
で
あ
る
。
以
上
が
、
「
『
伝
』
か
ら
『
論
』
へ
」
と
い
う
言
い
方
で
概
括
さ
れ
る
笠
原
説
の
概
要
で
あ

る
。
こ
う
し
た
図
式
の
中
に
、
氏
は
宗
教
的
な
意
味
で
の
「
女
性
解
放
」
の
歴
史
を
み
よ
う
と
し
て
い
る
。

笠
原
氏
の
業
績
を
う
け
て
、
そ
の
後
、
女
性
と
仏
教
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
多
彩
な
研
究
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

後
の
研
究
の
大
勢
は
、
む
し
ろ
笠
原
説
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
る
方
向
へ
動
い
て
き
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
大
隅
和
雄
・
西
口
順
子
・
牛

山
佳
幸
・
勝
浦
令
子
・
細
川
涼
一
氏
ら
の
業
織
喧
よ
り
方
向
づ
け
ら
れ
た
こ
う
し
た
研
究
動
向
を
う
け
て
、
笠
原
説
に
対
し
根
本
的
な

修
正
を
迫
っ
た
の
が
、
平
雅
行
氏
に
よ
る
「
顕
密
仏
教
と
女
性
」
・
「
女
人
往
生
論
の
歴
史
的
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
・
「
中
世
仏
教
と

女
憐
〕
等
の
一
連
の
論
考
で
あ
る
。
笠
原
説
に
対
し
て
、
平
氏
は
次
の
四
つ
の
点
で
修
正
を
要
求
し
て
い
る
。

①
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
あ
っ
て
は
、
女
性
は
官
の
尼
と
し
て
国
家
祈
祷
に
携
わ
る
べ
く
積
極
的
に
登
用
さ
れ
て
い
た
が
、
平
安
時
代
以

降
、
五
障
・
三
従
の
罪
深
い
存
在
と
し
て
女
人
結
界
の
形
で
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
。
古
代
か
ら
中
世
へ
の
時
代
の
流
れ
は
、
女
性
を
救
済

対
象
と
し
て
よ
り
広
く
包
摂
し
て
い
く
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
女
性
差
別
が
深
ま
っ
て
い
く
過
程
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
②
女
人
往
生
論
・
成
仏
論
は
、
鎌
倉
新
仏
教
以
前
の
顕
密
仏
教
に
お
い
て
既
に
用
意
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
天
合
澤
士
教
。

天
台
法
華
教
学
、
真
言
密
教
や
光
明
真
言
信
仰
を
め
ぐ
る
諸
文
献
に
よ
り
実
証
で
き
る
が
、
鎌
倉
新
仏
教
に
一
種
の
到
達
点
を
み
よ
う
と

す
る
笠
原
説
は
、
こ
う
し
た
史
料
を
全
く
無
視
し
て
い
る
。
③
女
性
に
関
す
る
「
往
生
伝
」
は
、
女
人
往
生
論
が
存
在
し
な
い
中
で
そ
の

代
償
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
既
に
存
在
し
た
顕
密
仏
教
の
女
人
往
生
論
を
実
証
す
る
べ
く
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
往

生
伝
」
等
を
通
し
て
、
女
人
往
生
論
・
成
仏
論
は
院
政
期
の
末
ご
ろ
ま
で
に
は
既
に
社
会
的
常
識
と
な
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

④
女
人
往
生
論
・
成
仏
論
は
、
五
障
・
三
従
を
抱
え
た
罪
深
い
女
性
で
賞
「
変
成
男
子
」
、
つ
ま
り
男
性
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
ょ
っ
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り

但
法
華
経
計
こ
そ
女
人
成
仏
、
悲
母
の
恩
を
報
ず
る
実
の
報
恩
経
に
て
は
候
へ
と
見
候
し
か
ぱ
、
悲
母
の
恩
を
報
ぜ
ん
た
め
に
此
経

の
題
目
を
一
切
の
女
人
に
喝
ざ
せ
ん
と
願
す
。
（
『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
五
四
二
頁
）

テ
ク

ま
た
ぐ
あ
や
ま
り
ピ
ン

こ
畠
に
日
蓮
願
云
日
蓮
は
全
誤
な
し
。
設
僻
事
な
り
と
も
日
本
国
の
一
切
の
女
人
を
扶
と
願
せ
る
志
は
す
て
が
た
か
る
べ
し
。

（
『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
五
四
四
頁
）

と
い
っ
た
文
一
毒
が
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
女
人
救
済
の
問
題
に
関
し
て
も
積
極
的
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
、
日
蓮
は
一
種
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
的
な
人
物
、
或
い
は
、
こ
れ
ま
で
仏
教
か
ら
疎
外
さ
れ
て
き
た
女
性
に
対
し
、
法
然
・
親
驚
ら
と
並
ん
で
、
積
極
的
に
救
済
の

光
を
当
て
た
仏
教
者
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
の
根
拠
に
は
、
女
性
に
対
す
る
日
蓮
の
こ
う

日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

以
上
、
近
年
の
学
説
の
流
れ
を
、
代
表
的
な
業
績
を
紹
介
す
る
形
で
み
て
き
た
が
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
日
蓮
に
み
る
女

性
の
救
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
仏
教
と
女
性
と
の
関
わ
り
を
み
よ
う
と
す
る
場
合
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
蓮
は
数
多
く
の

材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
仏
教
者
の
一
人
で
あ
る
。
高
木
豊
氏
の
詳
細
な
研
砧
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
蓮
の
信
徒
。
檀
越
と

し
て
確
認
で
き
る
女
性
の
数
は
、
文
献
学
的
に
信
頼
で
き
る
遺
文
に
限
っ
て
み
て
も
四
○
人
を
下
る
こ
と
は
な
く
、
そ
う
し
た
女
性
に
宛

て
た
消
息
も
、
延
べ
六
○
通
以
上
に
の
ぼ
る
数
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
消
息
に
お
い
て
、
日
蓮
は
懇
切
丁
寧
な
教
導
を
展

開
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

て
救
わ
れ
る
と
い
う
、
女
性
差
別
・
女
性
蔑
視
を
伴
っ
た
思
想
で
あ
る
。
女
人
往
生
論
・
成
仏
論
の
登
場
と
展
開
は
、
宗
教
的
な
「
女
性

解
放
」
思
想
の
進
展
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
女
性
へ
の
差
別
・
蔑
視
が
社
会
に
浸
透
・
定
着
し
て
い
く
指
標
と
し
て
と
ら
え
直
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
平
氏
は
こ
う
し
た
主
張
の
も
と
、
「
『
伝
』
か
ら
『
論
』
へ
」
と
い
う
笠
原
氏
の
発
展
史
観
的
な
図
式
に
修
正
を
迫
る

の
で
あ
る
。

(〃7）



日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

し
た
丁
寧
か
つ
積
極
的
な
姿
勢
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
筆
者
は
こ
う
し
た
理
解
に
対
し
て
全
面
的
な
修
正
が
必
要
で
あ
る

と
は
思
わ
な
い
が
、
女
人
救
済
の
歴
史
に
お
け
る
「
鎌
倉
新
仏
教
」
の
位
置
が
問
い
直
さ
れ
る
と
共
に
、
仏
教
に
お
け
る
女
人
救
済
論
の

性
格
自
体
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
近
年
の
研
究
状
況
を
前
に
し
て
、
こ
う
し
た
理
解
を
繰
り
返
す
だ
け
で
は
、
や
は
り
不
十
分
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
ｏ
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
年
の
研
究
状
況
を
念
頭
に
お
い
た
上
で
、
具
体
的
に
は
次
の
二
点
に
つ
き
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
①
日
蓮
の
女
人
救
済
論
を
構
造
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
検
討
し
、
そ
れ
が
伝
統
的
な
女
人
救
済
論
の
枠
組
み
を

大
き
く
踏
み
越
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
ま
ず
確
認
す
る
。
②
但
し
、
日
蓮
の
場
合
、
伝
統
的
な
女
人
救
済
論
に
み
ら
れ
る
「
変
成
男

子
」
と
い
う
要
素
が
全
く
欠
落
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
、
日
蓮
の
成
仏
論
の
根
幹
を
な
す
．
念
三
千
の
成
仏
」

に
求
め
、
従
来
の
否
定
的
女
性
観
を
幾
分
な
り
と
も
克
服
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
跡
を
確
認
す
る
。
以
下
、
本
題
に
入
っ
て
い
く
。

日
蓮
四
四
才
か
ら
翌
年
に
か
け
て
は
、
女
性
の
信
徒
か
ら
直
接
的
な
問
い
か
け
が
あ
っ
た
も
の
か
、
女
人
救
済
に
か
な
り
詳
し
く
言
及

す
る
遺
文
が
幾
つ
か
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
文
献
学
的
に
信
頼
し
得
る
も
の
に
よ
っ
て
、
日
蓮
の
女
人
救
済
論
の
構
造
的
特
徴
を
見

て
い
〃
ロ
、
。

ノ
ノ
ニ
テ

テ

ヲ
ク
ノ
セ
ハ
テ
ニ
シ
テ
テ

女
人
注
生
成
仏
師
堵
経
文
茸
若
如
来
滅
後
後
五
百
歳
中
若
有
二
女
人
一
聞
二
是
経
典
一
如
レ
説
修
行
於
レ
此
命
終
即
往
二
安

ノ

ー
セ
ラ
レ
テ
ス
ル
ニ
セ
ン
ノ

ー

ー

テ
ク

ニ
ニ
ノ
ヲ
ク
ル
ヤ
ノ
カ

楽
世
界
阿
弥
陀
仏
大
菩
薩
衆
園
邊
住
処
生
二
蓮
華
中
宝
座
之
上
等
云
云
。
問
日
此
経
此
品
殊
女
人
往
生
説
有
何
故
一
壬

ノ

、
〃
ダ

ニ
ニ
ク
シ
ム
ヲ

二
テ

答
日
仏
意
難
し
測
此
義
難
レ
決
欺
。
但
抓
ご
郷
峰
跳
女
人
衆
罪
根
本
破
国
之
源
也
。
故
内
外
典
多
禁
し
之
。
其
中
以
二
外

テ
ク

ク
リ
キ
シ

ニ
ハ
シ
テ
ハ
ヒ
ニ
シ
テ
ヒ
ニ
テ
フ
ニ
ノ
テ

ナ
ラ

典
一
論
し
之
三
従
ｏ
三
従
申
三
シ
タ
カ
ウ
ト
云
也
。
一
幼
従
二
父
母
一
、
嫁
従
し
夫
、
老
従
レ
子
。
此
有
二
三
障
一
世
間
不
二
自
在
一
。

ヲ
ス
レ
ハ
ヲ
ア
リ
ト
ハ

一
一
、
日
蓮
に
お
け
る
女
人
救
済
論
の
構
造
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さ
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
》

て
往
生
を
保
証
さ
れ
た
以
上
、
女
ユ

目
妙
』
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。

テ
ヲ
ス
レ
ハ
ヲ
リ

以
一
内
典
一
論
し
之
有
二
五
障
一
。
五
障
萱
一
汗
道
輪
回
間
如
一
男
子
一
不
し
作
二
大
梵
天
玉
。
一
｜
矛
し
企
一
帝
鼠
。
二
表
し
企
魔
玉
。

ノ
ク
ノ
な
ら

ニ
ハ
ラ

ト
ニ
ハ
ニ
マ
リ
テ
ニ
テ
テ
ヲ
う
ニ

ノ

ニ
ク
ノ
ノ
ハ
ス
ト
モ

四
不
し
作
二
転
輪
聖
王
一
。
五
常
留
二
六
道
一
出
二
三
界
一
不
し
成
し
仏
（
超
日
月
三
昧
経
文
也
）
。
銀
色
女
経
云
三
世
諸
仏
眼
堕
二
落
於
大

ニ
ー

ノ
ノ
ハ
ク
シ
ノ

地
一
法
界
諸
女
人
永
無
二
成
仏
期
一
等
云
云
。
。
。
・
・
・
さ
る
に
て
は
女
人
ノ
御
身
ヲ
受
さ
せ
給
て
は
、
設
き
さ
き
さ
ん
こ
う
の

位
に
そ
な
は
り
て
も
な
に
か
は
す
べ
き
。
善
根
仏
事
を
な
し
て
も
、
よ
し
な
し
と
こ
そ
を
ぽ
へ
候
へ
。
而
此
の
法
華
経
の
薬
王
品

に
女
人
往
生
ヲ
ゅ
る
さ
れ
侯
ぬ
る
事
又
不
思
議
ニ
侯
。
彼
経
ノ
妄
語
か
。
此
の
経
ノ
妄
語
、
い
か
に
も
一
方
ハ
妄
語
た
る
べ
き
か
。

一

一

キ
シ

ニ
ハ
タ

ヲ

ニ
ハ
シ
卜

若
又
一
方
妄
語
な
ら
ば
一
仏
二
言
ア
リ
。
難
し
信
事
也
。
但
し
無
量
義
経
の
四
十
余
年
未
し
顕
二
真
実
一
。
浬
桑
経
の
如
来
雛
し
無
二
虚

シ
メ
ス

ル
ト
ノ
ニ

ヘ
ハ
ヲ

妄
之
言
一
若
知
三
衆
生
因
二
虚
妄
説
一
の
文
を
以
て
思
レ
之
仏
は
女
人
は
往
生
成
仏
す
べ
か
ら
ず
と
説
せ
給
け
る
は
妄
語
と
聞
え
た
り
。

妙
法
華
経
の
文
に
は
世
草
腹
短
霞
一
か
舞
当
誕
真
案
・
妙
法
華
経
乃
至
皆
是
真
実
と
申
文
を
以
テ
思
ゞ
之
女
人
往
生
成
仏

ス

フ
ニ
ハ
ヲ
ノ

決
定
と
説
る
撰
法
華
経
ノ
文
ハ
実
語
不
妄
語
戒
と
見
タ
リ
。（

『
薬
王
品
得
意
抄
』
、
『
定
遺
』
三
四
一
頁
～
三
四
二
頁
括
弧
内
割
注
）

ノ

ノ

こ
こ
で
日
蓮
は
、
「
女
人
往
生
成
仏
段
」
を
特
別
に
設
け
、
『
法
華
経
』
「
薬
王
品
」
に
見
え
る
、
如
説
修
行
の
女
人
は
命
終
わ
っ
て

ハ
、
夕

極
楽
に
往
生
で
き
る
と
い
う
文
言
を
手
掛
か
り
に
女
人
救
済
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
に
当
っ
て
、
日
蓮
は
ま
ず
「
女
人
衆
罪
根
本ノ

ノ

破
国
之
源
也
」
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
そ
の
証
し
と
し
て
、
女
性
の
三
従
を
挙
げ
、
更
に
女
性
の
五
障
を
示
す
経
文
、
並
び
に
「
法
界
諸

ハ
ク
シ
ノ

女
人
永
無
二
成
仏
期
一
」
と
い
う
経
文
を
引
く
。
こ
う
し
て
日
蓮
は
、
『
法
華
経
』
以
外
の
諸
経
典
に
よ
り
、
女
性
の
罪
深
さ
、
救
わ
れ
難

さ
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
一
転
し
て
、
唯
一
の
「
実
語
不
妄
語
戒
」
と
も
い
う
べ
き
『
法
華
経
』
の
「
薬
王
品
」
に
お
い

て
往
生
を
保
証
さ
れ
た
以
上
、
女
性
の
往
生
は
確
実
で
あ
る
旨
を
結
論
と
し
て
も
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
構
造
は
、
『
法
華
題

日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

(109)



字
」
に
よ
る
↑

と
が
で
き
る
。 日

蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

女
人
を
ば
内
外
典
に
是
を
そ
し
り
、
三
皇
五
帝
の
三
墳
五
典
に
も
譜
曲
者
と
定
む
。
さ
れ
ば
災
は
三
女
よ
り
起
る
と
云
へ
り
。
国
の

ハ
ノ
ナ
リ
ク
ッ
ノ
ヲ

亡
び
人
の
損
ず
る
源
は
女
人
を
本
と
す
。
内
典
の
中
に
は
初
成
道
の
大
法
た
る
華
厳
経
に
は
女
人
地
獄
使
。
能
断
二
仏
種
子
一
・
外

ハ
テ
ニ

ハ
シ
ト
ノ

ノ

リ
え
こ
く

ノ
ス
ト

ク

面
似
二
菩
薩
一
内
心
如
二
夜
叉
一
文
。
隻
林
最
後
の
大
浬
藥
経
に
は
一
切
江
河
必
有
二
回
曲
一
。
一
切
女
人
必
有
二
詣
曲
一
文
。
又
云

あ
ら
ゆ
ろ
ノ
ノ
ノ

シ
テ
ル
ノ
ノ
ト

ツ

ツ

所
有
三
千
界
男
子
諸
煩
悩
合
集
為
二
一
人
女
人
業
障
一
等
云
云
。
・
・
・
・
・
・
・
五
障
三
従
と
申
て
、
五
の
さ
は
り
三
し
た
が
ふ

力

事
あ
り
。
さ
れ
ば
銀
色
女
経
に
は
、
三
世
の
諸
仏
の
眼
は
大
地
に
落
と
も
女
人
は
仏
に
な
る
べ
か
ら
ず
と
説
れ
、
大
論
に
は
、
清
風

ヘ

ク

は
と
る
と
云
ど
も
女
人
の
心
は
と
り
が
た
し
と
云
へ
り
。
如
レ
此
諸
経
に
嫌
は
れ
た
り
し
女
人
を
文
殊
師
利
菩
薩
の
妙
の
一
字
を
説

給
し
か
ば
忽
に
仏
に
な
り
き
。
あ
ま
り
に
不
審
な
り
し
故
に
、
宝
浄
世
界
の
多
宝
仏
の
第
一
の
弟
子
智
積
菩
薩
・
釈
迦
如
来
の
御
弟

子
の
智
慧
第
一
の
舎
利
弗
尊
者
、
四
十
余
年
の
大
小
乗
経
の
意
を
も
っ
て
龍
女
の
仏
に
な
る
ま
じ
き
由
を
難
ぜ
し
か
ど
も
、
終
に
叶

は
ず
し
て
仏
に
な
り
に
き
。
初
成
道
の
能
断
仏
種
子
も
盤
林
最
後
の
一
切
江
河
必
有
回
曲
の
文
も
破
れ
ぬ
。
銀
色
女
経
竝
に
大
論
の

亀
鏡
も
空
し
く
な
り
ぬ
。
又
智
積
・
舎
利
弗
は
舌
を
巻
き
口
を
閉
ぢ
、
人
天
大
会
は
歓
喜
の
あ
ま
り
に
掌
を
合
せ
た
り
き
・
是
偏
に

妙
の
一
字
の
徳
也
。
（
『
法
華
題
目
妙
』
、
『
定
遺
』
四
○
○
頁
～
四
○
二
頁
）

こ
こ
に
お
い
て
も
、
日
蓮
は
「
国
の
亡
び
人
の
損
ず
る
源
は
女
人
を
本
と
す
」
と
し
た
上
で
、
諸
経
典
か
ら
女
性
の
救
わ
れ
難
さ
を

強
調
す
る
文
言
を
引
く
と
共
に
、
女
性
の
五
障
三
従
に
も
言
及
し
、
諸
経
典
に
お
い
て
女
性
が
い
か
に
救
わ
れ
難
い
存
在
と
さ
れ
て
い
る

か
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
も
、
そ
こ
か
ら
一
転
し
て
、
『
法
華
経
』
「
提
婆
達
多
品
」
の
龍
女
成
仏
を
典
拠
に
、
「
妙
の
一

字
」
に
よ
る
女
性
の
救
い
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
女
人
救
済
論
は
、
『
善
無
畏
妙
』
に
お
い
て
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
で
み
る
こ

レ
テ
ン
ヌ

リ

リ
ニ
ノ

五
障
三
従
と
申
て
、
世
間
出
世
に
総
一
代
の
聖
教
に
被
し
捨
畢
。
唯
法
華
経
計
に
こ
そ
龍
女
が
成
し
仏
、
諸
尼
の
記
別
は
さ
づ
け
ら
れ

シ

("0)



テ
ヒ
い
づ
れ
夕
う

て
候
ぬ
れ
ば
、
一
切
の
女
人
は
此
経
を
捨
さ
せ
給
て
は
何
の
経
を
か
持
せ
給
べ
き
。

（
『
善
無
畏
妙
』
、
『
定
遺
』
四
一
二
頁
一
部
原
漢
文
）

即
ち
日
蓮
は
、
諸
経
典
に
お
い
て
は
女
性
が
五
障
三
従
故
に
救
わ
れ
難
い
存
在
と
し
て
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
し
た
上
で
、
こ
こ
で
も

「
提
婆
達
多
品
」
の
龍
女
成
仏
等
を
典
拠
と
し
て
、
女
性
は
『
法
華
経
』
以
外
で
は
救
わ
れ
な
い
旨
を
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
に
よ
っ
て
、
日
蓮
の
女
人
救
済
論
の
構
造
を
検
証
し
て
み
た
い
。
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
諸
経
典
に
準
拠
し
て
、
女
性
が

ど
れ
ほ
ど
罪
深
い
存
在
で
あ
る
か
、
い
か
に
救
済
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
か
を
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
日
蓮
は
、
こ
う
し
た

女
性
観
を
あ
く
ま
で
も
「
四
十
余
年
の
大
小
乗
経
の
意
」
（
『
法
華
題
目
妙
』
、
『
定
遺
』
四
○
一
頁
）
、
つ
ま
り
『
法
華
経
』
以
外
の
諸
経

典
の
立
場
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
諸
経
典
に
お
い
て
そ
の
罪
深
さ
故
に
救
済
か
ら
疎
外
さ
れ
た
女
性
に
対
し
て
は
、
『
法
華
経
』

に
お
い
て
の
み
救
済
が
保
証
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
『
法
華
経
』
を
離
れ
て
女
性
の
救
済
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
峰
馥
曳
望
け
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
構
造
が
、
一
方
で
は
、
『
法
華
経
』
の
救
済
力
の
卓
越
性
の
証
明
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

ク

霊
山
会
上
に
し
て
即
身
成
仏
せ
し
龍
女
は
、
小
乗
経
に
は
五
障
の
雲
厚
三
従
の
き
づ
な
強
し
と
嫌
は
れ
、
四
十
余
年
の
諸
大
乗
経
に

テ

は
或
は
歴
劫
修
行
に
た
へ
ず
と
捨
ら
れ
、
或
は
初
発
心
時
便
成
正
覚
の
言
も
有
名
無
実
な
り
し
か
ぱ
、
女
人
成
仏
も
ゆ
る
さ
ざ
り
し

上

に
、
設
人
間
天
上
の
女
人
な
り
と
も
成
仏
の
道
に
は
望
な
か
り
し
に
、
龍
畜
下
賤
の
身
た
る
に
、
女
人
と
だ
に
生
れ
、
年
さ
へ
い
ま

こ

だ
た
け
ず
、
わ
づ
か
に
八
歳
な
り
き
。
か
た
が
た
思
も
よ
ら
ざ
り
し
に
、
文
殊
の
教
化
に
よ
り
て
、
海
中
に
し
て
法
師
・
提
婆
の
中

力

間
、
わ
ず
か
に
宝
塔
品
を
説
れ
し
時
刻
に
、
仏
に
な
り
た
り
し
事
は
あ
り
が
た
き
事
也
。
一
代
超
過
の
法
華
経
の
御
力
に
あ
ら
ず
ぱ

い
か
で
か
か
く
は
候
べ
き
。
（
『
祈
祷
妙
』
、
『
定
遺
』
六
七
三
頁
～
六
七
四
頁
）

と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
日
蓮
は
、
『
法
華
経
』
以
外
の
諸
経
典
の
立
場
を
、
「
女
人
成
仏
」
を
許
さ
ず
、
そ

日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

(I")



日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

の
望
み
も
な
い
も
の
と
し
た
上
で
、
『
法
華
経
』
「
提
婆
達
多
口
座
に
み
え
る
龍
女
の
即
身
成
仏
を
以
て
、
「
一
代
超
過
の
法
華
経
の
御
力
」

を
顕
す
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
『
法
華
経
』
以
外
の
諸
経
典
の
立
場
と
し
て
日
蓮
が
女
性
の
罪
深
さ
、
救
わ

れ
難
さ
を
強
調
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
『
法
華
経
』
の
救
済
力
の
卓
越
性
を
導
く
前
提
と
し
て
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
う

し
た
否
定
的
な
女
性
観
を
以
て
直
ち
に
日
蓮
の
現
実
の
女
性
観
と
見
倣
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
も
い
え
る
。
た
だ
そ
れ
に
し
て
も
、
女

性
の
救
済
を
説
く
に
当
た
り
、
日
蓮
が
否
定
的
な
女
性
観
を
積
極
的
に
援
用
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
少
な
く
と
も
、

女
性
が
背
負
う
と
さ
れ
た
罪
そ
れ
自
体
の
存
在
を
、
日
蓮
が
否
定
し
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

リ
ブ
ふ
み
ニ
ク
シ

夫
阿
仏
房
を
使
と
し
て
送
給
御
文
云
、
女
人
の
罪
障
は
い
か
が
と
存
候
へ
ど
も
、
御
法
門
に
法
華
経
は
女
人
の
成
仏
を
さ
き
と
す
る

ノ
ぞ
と
候
し
を
、
万
事
は
た
の
み
ま
い
ら
せ
候
て
等
云
云
。
（
『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
五
三
八
頁
）

シ

右
の
文
言
は
、
「
千
日
尼
」
か
ら
の
手
紙
の
一
節
を
日
蓮
が
引
い
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
「
女
人
の
罪
障
は
い
か
が
と
存
候
へ
ど
も
」
と

い
う
言
葉
に
、
当
時
の
女
性
が
背
負
わ
さ
れ
て
い
た
「
女
人
の
罪
障
」
と
い
う
も
の
の
束
縛
の
強
さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、

日
蓮
は
「
女
人
の
罪
障
」
の
存
在
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
と
い
う
や
り
方
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
法
華
経
は
女
人
の
成
仏
を
さ
き
と
す

る
」
と
い
う
言
い
方
で
「
千
日
尼
」
を
勇
気
づ
け
よ
う
と
し
、
そ
れ
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
平
雅
行
氏
は
、
法
然
の
『
無
量
寿
経
釈
』
や
顕
密
仏
教
に
み
ら
れ
る
女
人
救
済
論
を
詳
細
に
検

討
し
た
上
で
、
そ
の
構
造
を
次
の
よ
う
に
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
。

女
性
は
こ
ん
な
に
も
罪
深
く
、
多
く
の
経
典
や
諸
仏
か
ら
見
離
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
な
女
性
で
も
×
×
（
弥
陀
・
法
華
経
な

ど
）
だ
け
は
お
救
い
に
な
る
の
篭

更
に
平
氏
は
、
こ
う
し
た
構
造
に
「
変
成
男
子
」
、
つ
ま
り
男
性
へ
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
以
て
女
性
の
救
済
が
は
じ
め
て
可
能
と
な
る

(血2）



但
し
、
日
蓮
の
場
合
、
こ
う
し
た
構
造
か
ら
ス
ッ
ポ
リ
と
抜
け
落
ち
て
い
る
要
素
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
「
変
成
男
子
」
の
要
素
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
渡
辺
喜
勝
氏
や
桑
名
貫
正
氏
、
ま
た
平
雅
行
氏
な
ど
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ

て
ぃ
篭
周
知
の
よ
う
に
、
日
蓮
が
女
人
救
済
の
典
拠
と
し
た
、
雲
華
謹
「
提
婆
達
多
品
」
の
龍
女
成
仏
を
説
く
部
分
に
は
、

当
時
衆
会
皆
見
二
龍
女
一
。
忽
然
之
間
変
成
二
男
子
一
・
具
二
菩
薩
行
一
・
即
往
二
南
方
無
垢
世
界
一
。
坐
二
宝
蓮
華
一
成
二
等
正
覚
一
。

（
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
三
五
頁
下
段
傍
線
部
引
用
者
）

と
あ
り
、
「
変
成
男
子
」
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
蓮
以
前
の
女
人
救
済
論
も
、
こ
う
し
た
「
変
成

男
子
」
を
当
然
の
要
素
と
し
て
組
み
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
蓮
は
「
変
成
男
子
」
の
要
素
を
取
り
込
も
う
と
は

し
な
い
。
そ
れ
が
当
た
り
前
す
ぎ
る
く
ら
い
の
自
明
の
理
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
「
変
成
男
子
」
の
要
素
を
必
要
と
し
な
い
し

か
る
．
べ
き
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
、
本
稿
で
は
、
日
蓮
の
成
仏
論
の
根
幹
に
ま
で
湖
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

と
い
う
要
素
が
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
加
わ
る
こ
と
、
か
か
る
構
造
の
も
と
で
女
性
の
救
済
が
説
か
れ
る
握
笈
ロ
、
女
性
の
罪
深
さ
を
強

調
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
救
済
の
カ
タ
ル
シ
ス
は
劇
的
な
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
付
け
加
え
て
い
壷
か
か
る
指
摘
を
踏
ま
え
た

上
で
、
日
蓮
の
女
人
救
済
論
を
み
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
構
造
を
大
き
く
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
も
は
や
明
白
で
あ
ろ
う
。
実

際
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
日
蓮
は
そ
の
女
人
救
済
論
に
お
い
て
、
女
性
の
罪
深
さ
と
そ
れ
故
の
救
わ
れ
難
さ
と
を
『
法
華
経
』

以
外
の
諸
経
典
の
立
場
と
し
て
強
調
し
た
上
で
、
そ
う
し
た
女
性
を
救
済
し
得
る
の
は
『
法
華
経
』
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
結
論
づ
け
て
い

る
の
で
あ
る
。

三
、
．
念
三
千
の
成
仏
」

(血3）



日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

レ

ノ

ノ

龍
女
が
成
仏
此
一
人
に
は
あ
ら
ず
、
一
切
の
女
人
の
成
仏
を
あ
ら
わ
す
。
法
華
経
已
前
の
諸
小
乗
経
に
は
女
人
成
仏
を
ゆ
る
さ
ず
。

ノ

ハ

ニ
シ
テ

諸
大
乗
経
に
は
成
仏
往
生
を
ゆ
る
す
や
う
な
れ
ど
も
、
或
改
転
の
成
仏
、
一
念
三
千
の
成
仏
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
有
名
無
実
の
成
仏
性

こ
い
ら
れ
い
し
よ
シ
カ

生
な
り
。
挙
一
例
諸
と
申
て
龍
女
成
仏
は
末
代
の
女
人
の
成
仏
往
生
の
道
を
ふ
み
あ
け
た
る
な
る
べ
し
。

（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
八
九
頁
～
五
九
○
頁
）

こ
こ
で
日
蓮
は
、
『
法
華
経
』
「
提
婆
達
多
品
」
に
み
え
る
龍
女
成
仏
を
、
女
性
全
て
の
成
仏
を
顕
す
も
の
と
し
た
上
で
、
そ
の
成
仏
の

原
理
を
．
念
三
千
の
成
仏
」
に
求
め
、
「
改
転
の
成
仏
」
、
つ
ま
り
悪
を
善
に
改
め
た
上
で
の
成
仏
を
「
有
名
無
実
」
と
し
て
退
け
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
日
蓮
に
と
っ
て
「
一
念
三
千
」
と
は
女
性
の
み
の
成
仏
原
理
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

但
天
台
の
一
念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
六
○
四
頁
）

と
い
う
文
言
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
一
切
の
成
仏
原
理
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
日
蓮
に
あ
っ
て
「
一
念
三
千
」
は
、
い
か
な
る
意
味
で
一
切
の
成
仏
原
理
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
天
台
の
」
と
い
う
修
飾
語
が
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
念
三
千
そ
れ
自
体
は
日
蓮
の
独
創
に
か
か
る
も
の
で
は
な

く
、
天
台
大
師
智
顛
の
創
始
し
た
観
心
法
門
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
拙
稿
に
お
い
て
指
摘
済
み
の
よ
う
滝
日
蓮
の
受
ロ
、
智
顔
と
は

異
な
り
、
『
法
華
経
』
の
本
門
「
如
来
寿
量
品
」
に
説
か
れ
る
久
遠
の
釈
迦
仏
の
成
道
に
、
一
念
三
千
の
成
立
基
盤
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

ネ
シ

ー
ー

レ
メ
リ

妙
楽
大
師
瓦
当
掘
身
屯
一
亀
一
毛
”
故
成
道
時
塗
此
水
理
一
一
身
一
念
遍
二
於
法
界
一
等
云
云
。
夫
始
自
二
寂
滅
道
場
華
蔵
世
界

マ
テ

◇
口
一

ノ
ノ
ー
ノ
ス
ル

終
二
千
沙
羅
林
一
五
十
余
年
之
間
華
蔵
・
密
厳
・
三
変
・
四
見
等
之
三
土
四
土
皆
成
劫
之
上
無
常
土
所
変
化
一
方
便
・
実
報
・
寂
光
．

ハ
レ
ヲ
ダ
ル

安
養
・
浄
瑠
璃
・
密
厳
等
也
。
能
変
教
主
入
二
浬
桑
一
、
所
変
譜
仏
随
滅
馬
上
又
以
弧
亀
今
本
時
娑
婆
世
界
離
三
災
》
出
二
四

ノ
レ
ハ
ニ

ノ

(n4）



あ
る
と
い
え
よ
う
。

ノ

ツ

ニ
ハ
ニ
ハ

ま
き
二

一
念
三
千
観
法
に
二
あ
り
。
一
理
、
二
事
な
り
。
天
台
・
伝
教
の
御
時
に
は
理
也
。
今
は
事
也
。
観
念
す
で
に
勝
る
故
、
大
難
又
色

ノ

ま
さ
る
。
彼
は
迩
門
の
一
念
三
千
、
此
は
本
門
一
念
三
千
也
。
（
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
五
二
二
頁
）

と
い
う
文
言
に
窺
い
得
る
よ
う
に
、
日
蓮
に
あ
っ
て
一
念
三
千
と
は
、
観
法
に
よ
っ
て
猿
得
さ
れ
る
普
遍
的
な
「
理
・
理
法
」
た
る
に
止

ま
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
「
本
門
」
の
教
主
た
る
久
遠
仏
に
よ
っ
て
現
に
成
就
さ
れ
て
い
る
「
事
・
事
実
」
な
の
で
あ
る
。

そ
江
は
り
ノ

九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
佛
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
く
し
ｏ

（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
五
二
頁
）

と
は
、
こ
う
し
て
成
就
さ
れ
た
「
事
」
の
一
念
三
千
を
、
久
遠
仏
（
Ⅱ
仏
界
）
と
衆
生
（
Ⅱ
九
界
）
と
の
関
係
に
約
し
て
述
べ
た
も
の
で

も
っ
と
も
、
日
蓮
の
こ
う
し
た
一
念
三
千
理
解
は
、
「
稔
土
」
た
る
娑
婆
世
界
。
「
凡
夫
」
た
る
衆
生
と
い
う
厳
然
た
る
現
実
と
の
間

に
齪
館
を
生
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
、

日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

ヲ
ノ
ナ
リ
ニ
ニ
モ
セ
ニ
モ
セ

テ
ナ
リ
レ
ノ

ノ

劫
一
常
住
浄
土
。
仏
既
過
去
不
し
滅
未
来
不
レ
生
。
所
化
以
同
体
。
此
即
己
心
三
千
具
足
三
種
世
間
也
。

（
『
観
心
本
尊
抄
』
、
『
定
遺
』
七
一
二
頁
傍
線
部
引
用
者
）

と
い
う
引
文
の
傍
線
部
に
み
え
る
「
成
道
」
も
、
久
遠
仏
の
成
道
と
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
そ
の
成
道
の
瞬
間
、

一
念
と
三
千
と
の
相
即
不
離
の
「
本
理
」
に
叶
っ
て
、
久
遠
仏
の
「
一
身
一
念
」
が
法
界
に
遍
満
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
娑
婆
世
界
も
成

道
し
て
浄
土
と
な
り
、
そ
こ
に
住
す
る
衆
生
も
成
道
し
て
仏
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
久
遠
仏
の
永
遠
性
故
に
、
娑
婆

ノ

世
界
は
「
常
住
浄
土
」
で
あ
り
、
衆
生
も
ま
た
「
所
化
此
同
体
」
、
即
ち
久
遠
仏
と
同
体
な
る
永
遠
の
仏
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
の
で
あ

宝
つ
◎

(血5）



日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

此
一
念
三
千
も
我
等
一
分
の
慧
解
も
な
し
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
六
○
四
頁
）

と
い
う
言
葉
に
窺
い
得
る
よ
う
に
、
日
蓮
に
と
っ
て
一
念
三
千
と
は
、
衆
生
も
娑
婆
世
界
も
現
に
そ
の
直
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
衆
生
の

側
か
ら
は
決
し
て
把
握
で
き
な
い
世
界
、
あ
く
ま
で
も
久
遠
仏
の
側
に
属
す
る
超
越
的
領
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
し
て
日
蓮
は
、
こ
の
意
味
で
は
、
本
来
的
あ
り
か
た
は
ど
う
あ
れ
、
現
実
の
衆
生
に
あ
っ
て
は
久
遠
仏
と
の
同
体
性
は
喪
失
さ
れ
て
い

る
と
見
倣
し
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
。
こ
う
し
て
日
蓮
は
、
失
わ
れ
て
い
る
久
遠
仏
と
の
同
体
性
を
回
復
す
る
道
を
模
索
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
う
し
た
中
で
生
み
出
さ
れ
て
き
た
の
が
、
日
蓮
独
自
の
成
仏
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ル
ラ

ヲ
ニ
ハ
シ

ヲ

ノ
〕
一
亀
ヲ
シ
メ
タ
マ
フ
ケ

ノ
二

不
し
識
二
一
念
三
千
一
者
仏
起
一
大
慈
悲
一
五
字
内
裏
二
此
珠
一
令
し
懸
二
末
代
幼
稚
頸
一
・

（
『
観
心
本
尊
抄
』
、
『
定
遺
』
七
二
○
頁
）

釈
尊
因
行
果
適
一
法
獅
法
蓮
華
経
五
字
具
足
。
我
等
受
二
徐
雌
五
宝
自
然
護
一
与
タ
マ
徳
因
果
功
鼠
。

ノ

ノ
ニ
ス

（
『
観
心
本
尊
抄
』
、
『
定
遺
』
七
二
頁
）

即
ち
日
蓮
は
、
久
遠
仏
に
よ
っ
て
成
就
せ
ら
れ
た
一
念
三
千
が
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
集
約
的
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
か
か
る
妙
法
五

字
を
受
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
念
三
千
は
久
遠
仏
の
功
徳
と
し
て
衆
生
に
譲
り
与
え
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
功
徳
が

譲
与
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
、
日
蓮
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ニ
ク

我
等
具
縛
の
凡
夫
忽
に
教
主
釈
尊
と
功
徳
ひ
と
し
。
彼
の
功
徳
を
全
体
う
け
と
る
故
な
り
。
経
云
如
我
等
無
異
等
云
云
。
法
華
経

ス

を
得
し
心
者
は
釈
尊
と
斉
等
な
り
と
申
文
な
り
。
・
・
・
：
今
法
華
経
の
行
者
は
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
と
申
て
教
主
釈
尊
の
御
子

な
り
。
教
主
釈
尊
の
ご
と
く
法
王
と
な
ら
ん
事
難
か
る
べ
か
ら
ず
。
但
し
不
孝
の
者
は
父
母
の
跡
を
つ
が
ず
。
堯
王
に
は
丹
朱
と

ブ

ス

ち
よ
丹
Ｆ
く
わ

云
太
子
あ
り
。
舜
王
に
は
商
均
と
申
王
子
あ
り
。
二
人
共
に
不
孝
の
者
な
れ
ば
、
父
の
王
に
す
て
ら
れ
て
現
身
に
民
と
な
る
。
重
華

(血6）



ツ
五
の
さ
わ
り
は
す
で
（
既
）
に
は
れ
ぬ
ら
む
。
心
の
月
く
も
り
な
く
、
身
の
あ
か
き
へ
は
て
ぬ
。
即
身
の
仏
な
り
。

（
『
光
日
尼
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
七
九
五
頁
）

ツ

と
述
べ
、
「
光
日
尼
」
が
「
即
身
の
仏
」
た
る
こ
と
を
保
証
す
る
前
提
と
し
て
、
「
五
の
さ
わ
り
」
、
つ
ま
り
「
五
障
」
の
消
滅
を
保
証
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

即
ち
日
蓮
は
、

う

と
禺
と
は
共
に
民
の
子
な
り
。
孝
養
の
心
ふ
か
か
り
し
か
ば
、
堯
舜
の
二
王
召
て
位
を
ゆ
づ
り
給
き
。
民
の
身
忽
に
玉
体
に
な
ら
せ

ス

給
き
。
民
の
現
身
に
王
と
な
る
と
凡
夫
の
忽
に
仏
と
な
る
と
同
事
な
る
べ
し
。
一
念
三
千
の
肝
心
と
申
は
こ
れ
な
り
。

（
『
日
妙
聖
人
御
書
』
、
『
定
遺
』
六
四
五
頁
）

即
ち
、
功
徳
が
譲
り
与
え
ら
れ
た
結
果
に
つ
い
て
、
「
我
等
具
縛
の
凡
夫
忽
に
教
主
釈
尊
と
功
徳
ひ
と
し
」
「
釈
尊
と
斉
等
な
り
」
と
述

べ
、
こ
の
こ
と
を
以
て
「
凡
夫
の
忽
に
仏
と
な
る
」
こ
と
で
あ
る
と
見
倣
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
蓮
は
、
久
遠
仏
と
の
同
体
性
の

回
復
を
、
妙
法
五
字
の
受
持
に
即
し
た
久
遠
仏
の
功
徳
の
譲
与
に
見
出
だ
す
と
共
に
、
か
か
る
譲
与
の
瞬
間
を
以
て
成
仏
の
瞬
間
と
見
倣

し
て
い
る
と
い
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
妙
法
五
字
の
受
持
と
い
う
実
践
の
当
所
に
、
日
蓮
は
凡
夫
の
身
そ
の
ま
ま
の
成
仏
、
即
ち
「
即
身

成
仏
」
を
み
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
以
て
コ
念
三
千
の
肝
心
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
日
蓮
に
あ
っ
て
は
、
女
性
に
対

す
る
こ
う
し
た
「
即
身
成
仏
」
の
保
証
は
、
女
性
に
背
負
わ
さ
れ
た
罪
障
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
日
蓮
の
成
仏
論
の
原
理
は
、
久
遠
仏
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
「
一
念
三
千
」
、
つ
ま
り
久
遠
仏
と
衆
生
と
の

日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

四
、
む
す
び
に
か
え
て

(皿7）



日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

本
源
的
な
同
体
性
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
原
理
自
体
、
男
女
の
区
別
を
殊
更
に
立
て
る
こ
と
を
既
に
必
要
と
し
て

い
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
男
性
で
あ
れ
女
性
で
あ
れ
、
本
来
的
に
は
久
遠
仏
と
同
体
な
の
で
あ
り
、
そ
の
同
体
性
を
回
復
し
た

時
点
が
成
仏
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
の
成
仏
を
、
日
蓮
は
、
妙
法
五
字
の
受
持
を
介
し
て
久
遠
仏
の
功
徳

と
し
て
の
一
念
三
千
が
譲
り
与
え
ら
れ
る
瞬
間
に
見
出
だ
し
て
い
る
。
日
蓮
に
あ
っ
て
は
、
男
性
の
み
な
ら
ず
女
性
に
と
っ
て
も
、
こ
う

し
た
瞬
間
こ
そ
が
、
そ
の
身
の
ま
ま
で
の
成
仏
、
つ
ま
り
「
即
身
成
仏
」
の
瞬
間
な
の
で
あ
り
、
し
か
も
女
性
に
対
す
る
「
即
身
成
仏
」

の
保
証
は
、
女
性
が
背
負
う
と
さ
れ
た
罪
障
か
ら
の
解
放
を
も
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
「
変
成
男
子
」
、
即
ち

女
性
が
敢
え
て
男
性
に
身
を
変
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
必
要
性
は
、
も
は
や
全
く
な
い
と
い
え
よ
う
。

先
に
も
み
た
よ
う
に
、
日
蓮
の
女
人
救
済
論
の
構
造
自
体
は
、
伝
統
的
な
枠
組
み
を
大
き
く
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
伝
統

的
な
女
人
救
済
論
に
つ
き
ま
と
う
否
定
的
女
性
観
を
前
提
に
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
日
蓮
は
、
女
性
の
救
済
を

説
く
に
当
っ
て
「
変
成
男
子
」
と
い
う
要
素
を
も
は
や
必
要
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
蓮
独
自
の
救
済
論
で
あ
る
「
一
念
三
千
の

成
仏
」
に
よ
っ
て
女
性
の
救
済
を
基
礎
づ
け
、
包
み
込
む
こ
と
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
営
み
の
中
に
、
従
来
の
否
定
的
女
性
観
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
跡
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

へ戸

1詳
営■ ､ 【

キ
ー
ワ
ー
ド
】
女
人
救
済
・
変
成
男
子
。
．
念
三
千
の
成
仏
」

一
九
七
五
年
、
吉
川
弘
文
館
刊
。
な
お
笠
原
氏
に
は
、
見
解
を
同
じ
く
す
る
小
栗
純
子
氏
ら
と
共
に
執
篭
し
た
編
著
『
女
人
往
生
』
（
教
育

社
歴
史
新
書
、
一
九
八
三
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
氏
の
見
解
を
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(n8）
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）
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（
５
）

（
２
）
大
隅
和
雄
「
女
性
と
仏
教
」
（
『
史
論
」
三
六
号
、
一
九
八
三
年
）
、
同
「
仏
教
と
女
性
」
（
『
歴
史
評
論
』
三
九
五
号
、
一
九
八
三
年
）
、
西
口

順
子
『
女
の
力
』
（
平
凡
社
選
書
、
一
九
八
七
年
。
本
書
は
一
九
八
四
年
か
ら
八
六
年
に
至
る
ま
で
の
業
績
を
中
心
に
、
加
筆
訂
正
の
上
、
一

瞥
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
）
、
勝
浦
令
子
『
女
の
信
心
』
（
平
凡
社
選
書
、
一
九
九
五
年
。
本
書
は
一
九
八
四
年
か
ら
九
二
年
に
至
る
ま
で
の

業
績
を
中
心
に
、
加
筆
訂
正
の
上
、
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
）
、
牛
山
佳
幸
「
律
令
制
展
開
期
に
お
け
る
尼
と
尼
寺
」
、
同
「
古
代
に
お

け
る
尼
と
尼
寺
の
消
長
」
（
共
に
、
同
『
古
代
中
世
寺
院
組
織
の
研
究
』
〔
一
九
九
○
年
吉
川
弘
文
館
〕
所
収
。
初
出
は
順
に
『
民
衆
史
研
や
廷

二
三
号
〔
’
九
八
二
年
〕
、
及
び
二
七
号
〔
一
九
八
四
年
〕
所
収
）
、
細
川
涼
一
「
西
琳
寺
惣
持
と
尼
」
（
大
隅
和
雄
・
西
口
順
子
編
『
シ
リ
ー

ズ
女
性
と
仏
教
２
救
い
と
教
え
』
〔
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
〕
所
収
）
な
ど
を
参
照
せ
よ
。

（
３
）
平
雅
行
「
顕
密
仏
教
と
女
性
」
（
同
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
〔
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
〕
所
収
。
初
出
は
「
旧
仏
教
と
女
性
」
の
旧
題

で
、
津
田
秀
夫
先
生
古
稀
記
念
会
編
「
封
建
社
会
と
近
代
』
〔
同
朋
舎
、
一
九
八
九
年
〕
所
収
）
、
同
「
女
人
往
生
論
の
歴
史
的
評
価
を
め
ぐ
っ

て
」
（
同
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
所
収
。
初
出
は
『
仏
教
史
学
研
究
』
三
二
巻
二
号
〔
一
九
八
九
年
〕
所
収
）
、
同
「
中
世
仏
教
と
女
性
」

（
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
生
活
史
第
２
巻
中
世
』
〔
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
九
○
年
〕
所
収
）

（
４
）
高
木
豊
「
日
蓮
と
女
性
檀
越
」
（
宮
崎
英
修
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
〔
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
三
年
〕
所

日
蓮
遺
文
の
引
用
は
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
」
（
改
訂
増
補
版
、
昭
和
六
三
年
、
総
本
山
身
延
久
遠

寺
、
以
下
『
定
遺
」
と
略
す
）
に
拠
っ
た
。
引
用
の
際
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。
引
用
す
る
遺
文
は
、
文
献
学
的
に
信
頼
で
き
る
も
の
、

即
ち
［
Ａ
］
真
蹟
が
完
全
に
現
存
す
る
も
の
、
［
Ｂ
］
真
賦
の
断
片
が
現
存
す
る
も
の
、
［
Ｃ
］
真
蹟
が
曾
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ

る
も
の
、
［
Ｄ
］
直
弟
子
の
写
本
が
現
存
す
る
も
の
に
限
っ
た
。

平
雅
行
「
女
人
往
生
論
の
歴
史
的
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
」
四
四
二
頁
）

右
同
。
ま
た
、
平
雅
行
「
中
世
仏
教
と
女
性
」
（
『
日
本
女
性
生
活
史
第
２
巻
中
世
』
九
○
頁
）

渡
辺
喜
勝
「
日
蓮
に
お
け
る
『
女
人
成
仏
』
論
」
（
東
北
印
度
学
宗
教
学
会
『
論
集
』
一
四
号
〔
一
九
八
七
年
〕
所
収
）
、
桑
名
貫
正
「
日
蓮

聖
人
の
女
性
観
」
（
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
五
六
号
〔
一
九
九
一
年
〕
所
収
）
、
平
雅
行
「
中
世
仏
教
と
女
性
」

拙
稿
「
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
」
（
印
度
学
宗
教
学
会
『
論
集
』
二
○
号
〔
一
九
九
三
年
〕
所
収
）
、
及
び
「
日
蓮
の
思
想
に
お
け
る

『
三
大
誓
願
」
の
意
義
」
（
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
六
○
号
〔
一
九
九
五
年
〕
所
収
）

日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

収
一
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日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
（
間
宮
）

＊
紙
数
の
関
係
上
、
［
註
］
は
必
要
最
低
限
に
止
め
た
。
中
世
仏
教
に
お
け
る
女
人
救
済
の
性
格
を
論
じ
た
近
年
の
学
説
の
更
な
る
紹

介
や
、
日
蓮
の
女
人
救
済
論
に
「
変
成
男
子
」
の
要
素
が
脱
落
し
て
い
る
理
由
に
関
し
て
渡
辺
氏
や
平
氏
が
提
出
し
て
い
る
説
の
紹
介

及
び
検
討
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
に
譲
り
た
い
。

(I20)


